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要旨 

 

本論文の目的は、恒常所得仮説を検証するためのユニークな仮想的質問が含ま

れているアンケート調査を用いて、ライフサイクル・恒常所得仮説(LCPIH)を

中心とした消費理論を検証することである。分析の結果、標準的な LCPIH を

支持する家計は少数だが、LCPIH に基づく消費理論を含む広義の LCPIH を支

持する家計は大多数であることを確認した。したがって、多くの家計が LCPIH

の枠組みに基づいて行動している。また、恒常所得の変化に対して、消費を非

対称に変化させる家計が大部分であることを発見した。さらに、日米において

選択される消費経路に有意な違いが存在することを確認した。これらの結果は、

減税などのマクロ経済政策の効果が日米によって異なることを示唆している。 
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